
図 書 室 の 広 報 活 動

事例Ｈ 館報・速報の発行について

１。 病院図書室における広報の意義

病院図書室は設置数も独立したものは少な

く、業務のスタンダード化も遅れ、その位置

づけも未確立なところが多い。又、外部の人

からは病院図書室＝患者図書室だと混同され

ることも少なくない。病院内でも、医師のみ

が利用できると思っている人や、司書は本の

整理や貸出のみが仕事だと思う人も数多く、
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直接コミュニケートする方法と、何らかの媒

体を通して伝達する間接的な方法とにわけら

れるが、以下に当院で行っているものを中心

に紹介する（表１）。

表１ 広報活動 の種類

Ａ． 直接的方法

１） オ リエ ンテ ーショ ン

２） 文献利用指導

院内外を問わず病院図書室に対する認識はま Ｂ． 間接的方法

だ薄い。

「企業広報学入門」１）という本に、「広報と

は、社会に向って企業なり組織なりが自らの存

在意義を主張し、存在の価値を立証して、その

存在と発展を容認してもらう作業だ』と定義し

ている。営利を目的とする企業とは性格は異な

るが、信頼を得るための活動としての広報の

基本は同じである。広報することによって潜

在的利用者を利用へと導き、利用者にはさら

に効果的に利用してもらう。一方、図書室で

は利用者の要求に対応していくなかでその活

動を拡大し利用者や利用対象者の信頼を得る

よう努力する。というように相互の働きかけ

によって図書室活動をさらに充実・発展させ

ていくことに意義があると思う。

２． 病院図書室における広報の種類（方法）

１） 印刷物（図書室ニュース，新着案内，利用

の手引，コンテンツ・サービスｅｔｃ．）

２） 掲 示（利用案内，図書室ニュース，書評

お知らせ）
３）

４）

展 示（新着資 料，見計本）

その他（ 院内 報，責任者会議，医書展，年

報）

〔直接的方法〕

オリエンテーション、文献利用指導は、奥

出さんが紹介されたので省く。この他、病院

は狭い社会であり個人的に直接伝達すること

も効果がある。又、院内での研究集会などで

発表するのも一手段である。

〔間接的方法〕

図書館報や新着案内、コンテンツ・サービ

ス利用の手引など印刷物を媒体とするものが

ある。各々配布先や発行部数も異なるが、広

広報の方法は大きくは利用者と図書室員が い範囲に伝達され、読む人もその気になれば
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ゆっくり読めるので伝達力がある。

掲示板や図書室内にカラーマジックインク

を使った 手作りの お゙知らせ″を掲示するの

も短時間で作成でき便利である。又、目録カー

ドの見方や貸出方法、各種サービスの利用案

内を目につく場所に貼っておくのも親切であ

る。この他、書評など新聞切り抜きや出版社

の新刊案内ポスターやリーフレットをそのま

ま掲示して利用している（図１）。

新着資料を展示する図書室は多いが、当院

では新刊の見計本なども展示することがある

（図２）。書店の協力を得て医書展を開くの

も利用者に喜ばれる。展示は現物を手にとっ

て 実際に見るので資料の内容に関しては最も

正確な伝達法である。

その他院内では読者率の高い院内報を利用

するのも効果がある。当院では院内報が現在

日刊で発行されており、速報の必要があるも

の広範囲に知らせる必要があるものなど、た
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図 １ 図書室入口の掲示板

び た び そ、の 紙面 を 利 用 して い る。 通 達 事 項 や

協力を 依 頼す る場 合は責 任者 会議 など 管理 ル ー

ト に 連 絡 す る の も一 方 法 で あ る 。 又 、 病 院 に

お い て は不 採 算 部 門 とい う こ と で 経 営 など の

影 響を 受 けや す い 図 書 室 で は管 理 者 の 信 頼 を

得 る こ と も図 書 室活 動 を 行 う 上 で 大 切 な ポ イ

ン ト と な る。 管 理 者 に 対 し て は 年 報 など で 活

動を 報告 し、 その 必 要 性 と 発 展 を 認 め て もら

う た めの ーアプ ロ ーチ も大 切 な こ と で あ る。 年

報 に限 らず 研 究 会 や 研 修 会 参 加 の た び に 報 告

書を 通 し て 最 近 の 動 向 や図 書 室 活 動 に 理 解 と

関心 を 求 める 努 力 も必 要 だ と思 う。

以 上 、 広 報 に は 種 々 の方 法 があ る が 、 担当

者 が一 人、あ るい は他 職務 と の兼任 と い う ケ ー

ス が多 い 職場 で は 広 報 活 動 ま で に手 が 回 ら な

いのが 実情 のよう だ。「 図書 室の 実態 調 査」２）に

よ る と約 半 数 の 図 書 室 で 何 らか め 広 報 を 行 っ

て い るが そ の 結 果 に つ いて は 『効 果 が な い 』

『労 力の 割 に効 果が ない 』 とい う 回 答 が 多 く、

図 ２ 新刊見計本の展示と目録カードの見方の

案内



これが広報活動を積極的に行ないづらい・原因ノフ

の一サつとも考えちれる。しかし、Ｃａｓｅｂｙｃａｓｅ

で色々な媒体を単独あるいは複数で用いれば

かなり効果的に伝達できると思う。

３． 当院における広報の実際（ニュースの発

行）

当室ではその効果は別にして各種広報を試

みているが、今回は図書室ニュースの作成の

実際を紹介する。

１） 発行の目的と経過

当院では病院開設と同時に病歴管理室、図

書室が併設され２名が配属されたが、専門職

種としては我国では比較的新しく、他の職種

と比べると業務内容が不明確なため、各々の

業務とは接点のない職種に思われていたよう

である。そこでまずは両室の存在と、何をす

るところかということを意志表示する意味で

「病歴図書室だより」というニュースを発行

することにした。創刊号（図３）は両室の業

務内容を紹介しただけの簡単なものである。

その後新着資料案内や図書委員会報告を主な

内容に、１～２ヶ月に１回の不定期発行を続

肘 たｏ
．Ｉ Ｉ・ ． 喀 ； ｊＩＪ

ニュースにもマン ネリ化を感じ出レした頃、

近畿病図協へ入会する機会を得た。ス以前は他

病院図書室とはコンタクトが尨く、∧図書館学

の知識もないまま出来る範囲で気ままな図書

室活動を行っていたが、入会後研修会に参加

するなどで病院図書室に必要な資料と活動の

知識が増えていくと同時に、゙それらを当院の利

用者にも知らせる必要を感じた。広報には種々

の媒体があるが、社会からみれば図書館や図

書館員それ自体が一つの媒体であり＼、新しい

情報やサービス等知り得たことは全で利用者

に知らせる役割があると思う。入会後は広報

す ることが急増し、今まで の Ｂ４版１枚で

は紙面も足りず、これを機にニュースの形式

を変更し、発行も月刊と決め現在に至ってい

る。現在のものは今はやりのミニコミや労組

機関紙風の手書きの土ユース（図４）にして

いる。表裏二面のもので各職場一部づつコピー

を配布している。

２） 制 作 実 務

専用の版下用紙を使用し、記事は製図用の

ロットリングペン、見出しはマジックやサイ

図３ 「病歴図書室だより」創刊号
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図 ４ 現在の「病歴図 書室だ より」

ンペンを使って書いている。苦労するのがレ

イアウトで、ふだん何気なく見ている新聞や

雑誌もかなり工夫されているので参考になる。

これには「編集レイアウト入門」３）他初心者

向けの本も多数出版されているので参考には

しているが、専門的に凝らず、見出し文字を

工夫したり、カットを入れるだけでもかなり

雰囲気が変わり読みやすいものとなる。内容

は当初からの方針どおり全職員を対象とした

もので、誰でも気軽に読めるようなものを心

がけている。

資料に関しては、新着図書リストや雑誌特

集記事の紹介（付録として添付している）、

職員に原稿依頼した本の紹介文・感想文を掲

載している。紙面への職員の参加は筆者やそ

の職場の仲間はじめ読者層を拡げる効果があ

る。

利用に関する記事は各種サービスの紹介や

文献の探し方等「利用のてびき」を掲載して

いる。

これらの他研究会の参加報告や展示会、行

事案内、図書委員会報告が主な内容である。

編集・制作は計画的に行なわれるのが望ま
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しいが、図書室業務を一人で担当していると片

手間に少しづつ紙面を埋めていくため日数が

かかる。記事が集まれば２～３日で完成する

こともあるが、たいていは２週間前後が制作

日数である。正確ではないが一号分の清書に

半日はかかると思う。月刊とはいえ１ヶ月に

かろうじて１回発行の状態である。

３） 広報の効果（アンケート調査を実施して）

以上の様にして出来あがっても気になるの

はその効果である。「図書室の実態調査」２）

にも「労力の割に効果がない」という回答が

かなり多いが、当院でも当初１～２年は利用者

の反応はあまり感じられなかった様に思う。

ニュースの形式変更後から、ニュースを読んで

利用したとみられる利用者がボツボツ来室し

始めた。ニュース記事に対する問い合わせも

増えてきた。これら担当者が直接受ける利用

者の反応は限られたものだが、潜在的な利用

者の反応やニュースの効果を調査する目的で

アンケートを実施した。対象者全職員約 ２８０

名に対し回収が３９名、回収率が１４．５％ と低

く残念であったが一つの結果としてまとめて

みた。



図５はどの程度読まれているかをみたもの

である。「毎号読む人」が一番多く、ついで

「気がついたとき」となる。「発行を知らな

い」人はいない。ニュースは各科に一部づつ

配布しているが、その後各職場でどのように

利用されているかは不明である。回覧がしに

くい交替勤務の看護婦や技術系職員に「気が

ついた時読む」人が多い。

図６はニュースが役に立っているかどうか

の問である。「役に立つ」「少しは役立つ」が

大部分を占め、何らかの役に立っているよう

である。「役立だない」と回答した４名は前

問の「ほとんど読まない」と同一人である。

どんな点で役立つかを聞いたのが図７であ

る。「情報が得られる」と答えた人が一番多

く「仕事の内容がわかる」「利用法がわかる」

と続くが「積極的に利用するようになった」

人は少ない。これは役に立ててはいるか必ず

しも直接利用にはつながらない、しかし必要

があればいつでも利用者となることを示して

いると思う。

どんな記事が役立っているかが図８である。

Ｕμ｝読む

気がっい たとき

興味 あるところ

ほ とんど読 まない

ｉｔ 行 を 知 ら な い

ー

役に立つ

少しは役立つ

役立たない

無 回 答

図 ５ どの程度 読まれているか

図６ どの程度 役立っているか

１７

１３

「本の紹介文・感想文」が一番多い。これを

みると資料に関するものが記事も多いが、役

に立っていることがわかる。図書室としては

各種サービスや効果的な利用法についてをか

なり力を入れて書いているつもりがあまり役

立ってはいないことがわかり、改善の必要を

感じている。

図９はニュースに対する不満点についての

回答である。「発行回数・部数が少ない」が

８名で多い。実情では月１回発行が精一杯で

あり、これは配布方法や発行部数である程度

改善できると思う。

最後に参考までにどの程度図書室を利用して

いるかを問うた（図１０）。ほとんどの人が利用

する人であったが常連の利用者は３割以下で

あった。

以上アンケート結果によると、回収率は悪

いが最低これだけの人は気がつけばニュース

に目を通し、資料情報を中心に何らかの情報を

情報が得られる

仕事の内容わかる

利用法がわかる

積極的な利用へ

そ の 他
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允 ｉ川 数・ 部歓

か少ない

読みにくい

知りたいｔｌ’ｉｔｌｉ

が得られな１

速報性がない

そ の 他

図 ９ ニュースに対する不満

ときどき利用

よ く利用

利用したことない

無 回 答

Ｓ
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図１０ 図書室の利用度

得るということで役立てていることがわかっ

た。又、アンケートを実施したことで未回答

者も含めてニュースの存在を知らす一つの広

報にもなったと思う。回収率に関してはニュー

スの配布法とも関連するが、全くアンケート

用紙を見たこともない人も少なからずあり、

内容も含めてアンケート調査の準備不足を反

省している。

定期的に発行を続ける必要をあらためて感じ

る。内容に関しては、利用者の関心や欲求は

何かということを日常の図書室活動を通して

知っておく必要があり、それが読んで何らか

の役に立つという記事に結びつくということ、

そして同じ作るなら読みやすい内容と、見出

し文句、レイアウト、カットなどで読者の目

を引きつける必要があること。ただし見かけ

ばかりにこだわらずとも狭い分野での広報紙

としてまずは発行することに意義があること。

ニュースは効果的に配布することなどである。

又、現在まで４９号を発行しているが、今回

の発表を機会に１号から読み直してみたが、

資料の増加や図書室サービスの拡充など、そ

のまま記録としての図書室の歩みにもなって

いた。試行錯誤を繰り返しながらも発行を続

けてきたことは発展途上段階にある図書室と

利用者・管理者のコミュニケーション、そし

て図書室活動の充実発展に一定程度の役割を

果たしてきたものと思う。
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